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研究内容及び成果の概要 

 [1] の学術論文では，著者等が定義した連続変数の多峰関数(連続多峰関数)は，レベル集合で定義された極

小(極大)値集合に注目し，この関数を「極小(大)値集合の連結成分数が1より大きい関数」として定義してき

た．本報告では，1変数関数の変数(定義域)を離散化し，それに伴う離散関数値からなる隣接点列の関係から

離散(孤立)極小(大)点(区間)を定義し，「これらの点(区間)の数(区間数)が1より大きい関数」として離散多

峰関数を定義する．次に，関数の定義をもとに離散(孤立)極小(大)点の周辺数理構造(単峰領域,単峰領域幅, 

単峰領域深さ(高さ)など)を示し，時系列データに対する離散多峰解析の簡単な適用例を示した． 

[2] の学術論文では，変数の上下限付きの最適化問題における数理構造を示し，上下限制約付きの多点局粗探

索法を提案した． 

[3] の学術論文では，連続最適化問題において「鞍値集合」の定義を提案し，擬連結レベル集合の連結成分数

から多変数連続関数を弱単峰関数(連結成分数=1)と多峰関数(連結成分数=1)に分類し，弱単峰関数を単調(減

少/増加)関数とそうでない関数に分類した． 

[4] の学術論文では，多変数非線形方程式の解法において，一般に1個あるいは複数個存在する前提で検討さ

れることが多い．しかし，数学的にはまず零解が存在するか否かを検討し，この解が存在する場合にその個数

の大枠の評価を行っていくことが基本となる．一方，非線形最適化法の分野では，最適化問題を分類し， 

分類された問題毎に理論的解明や探索法の提案が行われている．本報告では，非線形方程式の零解探索問題に

おいて，連続最適化問題の分類に習い方程式問題の分類を行った．次に，それぞれの零解の存在/非存在を与

える条件を検討し，解が存在する場合に，その解の個数を分類された方程式問題毎に評価した． 
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教育現場で活用可能な分野・教材等 

この成果の一部は数学・技術科分野で，新しい関数数概念の修得やデータ解析およびアルゴリズム・プログラ

ミング技術修得のために，現職教員が研修を行う際に利用可能である． 
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